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と児童手当」税経通信  年  月号、「少







年  月  日）を検討している。
 また、「第２章 婚外子訴訟」（初出：守
之会論文集  号〔 年〕）では、非嫡出
子の法定相続分を嫡出子の  分の  とした
民法旧  条  号ただし書の合憲性につい
て論じ、最大決平成  年  月  日および最
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いて」税法学  号〔 年〕）は、社会
保険料の負担者とその問題点、税の関係を
考察している。また、財政面から、少子超
高齢化社会における公債問題をとりあげ、
－ 75 －
遠藤みち著 『両性の平等をめぐる家族法・税・社会保障』（2016年、日本評論社）　（丹羽　崇之）
